
行動カテゴリーの相互の関連表（クロス）の作成と親子の関係の比較分析 

Making a interrelated tables about Behavior category, 

and Comparative analysis with parent-child relationship. 

 

新城愛*1／稲福純夫*2／後田紀子*1／上原奈美*1／大城しずか*1 

田場大輔*1／眞喜志悦子*1／宮城倫*1／新垣さき*1／新垣由希乃*1 

照屋小百合*1／神谷重毅*1／安井智恵*1／森洋子*1／後藤忠彦*1 

 

親と子どもの共同作業で，相互の関係をもって活動がどのように展開されているか調べ，

そこから親・子の関係についての課題を見出すための処理方法の検討を行った． 

 とくに，親と子どもの共同作業のプロセスの観察記録原簿と各 5 秒間隔の行動カテゴリ

ーのコードのクロスに処理し，相互関係の表を作成した．その結果，親の行動カテゴリー

と，子どもの行動カテゴリーのクロス関係から親子の相互の関係を分析し，親子の活動の

課題についての検討を可能にした． 

 

＜キーワード＞行動分析，行動カテゴリー，コード化，クロス処理，親子共同作業  

 

１．はじめに 

 

 「動く紙おもちゃ作り」の親子の共同作業

の行動分析については 2003 年頃より進めら

れてきた．一方，行動カテゴリーの相互の関

係については小金井正巳等によるOSIAシス

テムを用いた各ステップ間のクロス関係研究

がなされている．その方法は，一連のデータ

の中で 5秒間の行動を分析し，授業のプロセ

スでどのような行動がなされていたか調べら

れていた． 

 今回の「動く紙おもちゃ作り」の親子の行

動分析の研究では，観察者による一連の親子

の活動のコード化データを用いて，親子が同

時にどのような行動をしているか，調査した．

（“「動く紙おもちゃ作り」のプロセスの分析

と親子の関係”照屋小百合他） 

このために，今回親と子どもが同時にどの

ような行動をしていたか調べ，その活動状況

を分析するため，親と子どものコード化され

たデータのクロス処理から，相互の関係表を

求めた．その方法と課題について次に報告す

る． 

２．親子の共同作業の撮影記録 

 

 親子の共同作業をビデオ撮影し，そのデー

タを用いて 5秒間隔で行動カテゴリーを用い

てコード化した．その結果の例を次に示す． 

 

（１）親・子・提示の行動カテゴリー表 

親・子・提示の行動カテゴリー表は，一連

の「動く紙おもちゃ作り」で共通化したデー

タを用いた． 

 

 

（２）親子の活動の映像記録 

 「動く紙おもちゃ作り」の映像記録の５秒

間隔の静止画を次に示す． 



沖縄（親子の様子：5 秒間隔） camera-4 
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（３）観察記録原簿 

親と子どもの「動く紙おもちゃ作り」の活

動について，実際に活動を観察記録した． 

  

活動原簿表   2009年 10月 11日 

教材                

NO. 
ｶﾗｶﾗ  1  

  グループ名   記録者   真喜志 悦子 

      

     分  秒 P（親） S(子） 行動記録メモ 

  5 28分 05秒  P7 ◎ S8 
Sが折り紙をおる「こうするん

でしょ？」 

  10 28分 10秒  P9 ◎ S5a Sが折り紙をおる 

  15 28分 15秒 ◎ P3  S4 Pが折り方を説明 

  20 28分 20秒 ◎ P3  S4 Pが折り方を説明 

  25 28分 25秒 ○ P3 ○ S5a 
Pが折り方を説明しながら，S

が折り紙をおる 

  30 28分 30秒 ◎ P3  S4 Pが折り方を説明 

  35 28分 35秒 ◎ P3  S4 Pが折り方を説明 

  40 28分 40秒 ○ P3 ○ S5a 
Pが折り方を説明しながら，S

が折り紙をおる 

  45 28分 45秒 ◎ P5a  S4 Pが折り紙を折ってみせる 

  50 28分 50秒 ○ P3 ○ S5a 
Pが折り方を説明しながら，S

が折り紙をおる 

  55 28分 55秒  P9 ◎ S5a Sが折り紙をおる 

  60 29分 00秒  P3 ◎ S5a Sが折り紙をおる 

  5 29分 05秒 ◎ P3  S4 Pが Sに次の手順を説明 

  10 29分 10秒 ◎ P3  S4 Pが Sに次の手順を説明 

  15 29分 15秒 ◎ P7  S4 
P「とりあえず切ってみたらいい

よ」 

  20 29分 20秒 ◎ P3  S4 Pが Sに切り方を説明 

  25 29分 25秒 ◎ P3  S4 Pが Sに切り方を説明 

  30 29分 30秒 ◎ P3  S4 Pが Sに切り方を説明 

  35 29分 35秒 ◎ P3  S4 Pが Sに次の手順を説明 

  40 29分 40秒 ◎ P3  S4 Pが Sに次の手順を説明 

  45 29分 45秒 ◎ P3  S5b 
P「何でもいい，どんなシールで

もいい」 

  50 29分 50秒  P9 ◎ S5a Sがシールを折り紙に張る 

  55 29分 55秒  P9 ◎ S5a Sがシールを折り紙に張る 

  60 30分 00秒  P9 ◎ S5a Sがシールを折り紙に張る 

  5 30分 05秒 ○ P7 ○ S5a Pが指示し，Sがシールを貼る 

  10 30分 10秒 ○ P7 ○ S5a Pが指示し，Sがシールを貼る 

  15 30分 15秒 ○ P7 ○ S5a Pが指示し，Sがシールを貼る 

  20 30分 20秒 ○ P7 ○ S5a Pが指示し，Sがシールを貼る 

  25 30分 25秒 ○ P7 ○ S5a Pが指示し，Sがシールを貼る 

  30 30分 30秒 ◎ P3  S4 
Pが見本を見せながら折り紙の

切り方を説明 

  35 30分 35秒  P7 ◎ S5a 
S「XX書いてもいい？」 P「う

ん」 

  40 30分 40秒 ◎ P3  S4 
Pが見本を見せながら次の手順

を説明 

  45 30分 45秒 ◎ P3  S4 
Pが見本を見せながら次の手順

を説明 

  50 30分 50秒 ◎ P3  S4 
Pが見本を見せながら次の手順

を説明 

  55 30分 55秒 ◎ P3  S4 
Pが見本を見せながら次の手順

を説明 

  60 31分 00秒 
◎ 

P13a 
 S× 

Pが次の手順を考えている  

Sはキョロキョロ 

  5 31分 05秒 
◎ 

P13a 
 S× 

Pが次の手順を考えている  

Sはキョロキョロ 

  10 31分 10秒 ◎ P5a  S9 
Pが折り紙を途中まで切ってみ

せる 

  15 31分 15秒 ◎ P5a  S9 
Pが折り紙を途中まで切ってみ

せる 

  20 31分 20秒 ◎ P7  S5a 
P「切ってごらん，ほら試し」と

Sに引き継ぐ 

  25 31分 25秒 ○ P5c ○ S5c 
Sが折り紙を切る Pはセロハ

ンテープを切って準備 

  30 31分 30秒 ○ P5c ○ S5c 
Sが折り紙を切る Pはセロハ

ンテープを切って準備 

  35 31分 35秒 ○ P5c ○ S5c 
Sが折り紙を切る Pはセロハ

ンテープを切って準備 

  40 31分 40秒 ○ P5c 
○ 

S5c 

Sが折り紙を切る Pはセロハン

テープを切って準備 

  45 31分 45秒 ○ P5c 
○ 

S5c 

Sが折り紙を切る Pはセロハン

テープを切って準備 

  50 31分 50秒 ○ P5c 
○ 

S5c 

Sが折り紙を切る Pはセロハン

テープを切って準備 

  55 31分 55秒  P9 
◎ 

S5a 
Sが折り紙を切る 

  60 32分 00秒  P9 
◎ 

S5a 
Sが折り紙を切る 

  5 32分 05秒  P9 
◎ 

S5a 
Sが折り紙を切る 

  10 32分 05秒 ◎ P7  S5a Pが折り紙の切り方を Sに指示 

  15 32分 05秒 ○ P5a 
○ 

S5a 

Sが折り紙を切る Pはひもをス

トローに通す 

  20 32分 05秒 ○ P5a 
○ 

S5a 

Sが折り紙を切る Pはひもをス

トローに通す 

  25 32分 05秒 ○ P5a 
○ 

S5a 

Sが折り紙を切る Pはひもをス

トローに通す 

  30 32分 05秒 ○ P5a 
○ 

S5a 

Sが折り紙を切る Pはひもをス

トローに通す 

  35 32分 05秒 ○ P5a 
○ 

S5a 

Sが折り紙を切る Pはひもをス

トローに通す 

  40 32分 05秒 ○ P5a 
○ 

S5a 

Sが折り紙を切る Pはひもをス

トローに通す 

  45 32分 05秒 ○ P5a 
○ 

S5a 

Sが折り紙を切る Pはひもをス

トローに通す 

  50 32分 05秒 ○ P6 
○ 

S6 

S「できた」 P「（コップに）貼

り付けようね」 

  55 32分 05秒 ◎ P3  S4 Pが次の手順を Sに説明 

  60 33分 05秒 ◎ P3  S4 Pが次の手順を Sに説明 

      

  5 33分 05秒 ◎ P3  S4 Pが次の手順を Sに説明 

  10 33分 05秒 ◎ P3  S4 Pが次の手順を Sに説明 

  15 33分 05秒 ◎ P3  S4 Pが次の手順を Sに説明 

  20 33分 05秒 ◎ P6  S4 
P「ここに目の部分がきてるよ

ね？」説明が続く 

  25 33分 05秒 ◎ P3  S4 Pが次の手順を Sに説明 

  30 33分 05秒 ◎ P3  S4 Pが次の手順を Sに説明 

  35 33分 05秒 ◎ P3  S4 Pが次の手順を Sに説明 

  40 33分 05秒 ◎ P3  S4 P「まずこれからやってみて」 

  45 33分 05秒  P9 
◎ 

S5a 
Sが紙コップにシールを貼る 

  50 33分 05秒  P9 
◎ 

S5a 
Sが紙コップにシールを貼る 

  55 33分 05秒  P9 
◎ 

S5a 
Sが紙コップにシールを貼る 

  60 34分 00秒  P9 
◎ 

S5a 
Sが紙コップにシールを貼る 

  5 34分 05秒  P9 
◎ 

S5a 
Sが紙コップにシールを貼る 

  10 34分 10秒  P9 
◎ 

S5a 
Sが紙コップにシールを貼る 

  15 34分 15秒  P9 
◎ 

S5a 
Sが紙コップにシールを貼る 

  20 34分 20秒  P9 
◎ 

S5a 
Sが紙コップにシールを貼る 

  25 34分 25秒  P9 
◎ 

S5a 

S後ろの子（非兄弟）が落とした

紙コップを拾い作業中断 

  30 34秒 30秒  P9 
◎ 

S5a 

S後ろの子（非兄弟）が落とした

紙コップを拾い作業中断 

  35 34分 35秒 ◎ P7  S× P「後ろの子のものだよ」 

  40 34分 40秒  P9 
◎ 

S5a 
Sが紙コップを後ろの子に渡す 

  45 34分 45秒 ◎ P3  S4 Pが次の手順を Sに説明 

  50 34分 50秒 ◎ P3  S4 Pが次の手順を Sに説明 

  55 34分 55秒  P9 
◎ 

S5a 
Sがひもを紙コップに接着する 

  60 35分 00秒  P9 
◎ 

S5a 

Sが紙コップを落とし作業中断 

自分で拾う 

  5 35分 05秒 ◎ P7  S5a Pが接着の仕方を Sに指示 

  10 35分 10秒 ◎ P7  S5a Pが接着の仕方を Sに指示 

  15 35分 15秒 ◎ P7  S5a 
P[いい？止めちゃうよ？」と Pが

ひもを接着 Sはうなずく 

  20 35分 20秒 ◎ P3  S4 Pが次の手順を Sに説明 



（４）時系列のカテゴリー表 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



（５）親子の活動のコードの出現頻度 

 観察記録原簿と行動カテゴリー表を用いて，

各ステップをコード化した．その出現頻度を

求めた．次にその例を示す． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

この親子の組で最も特徴的な事項は P3（親

の説明）の 49％，S5a（子どもの積極的な作

業）の 45％，S4（子どもが聞く）の 28％で

ある．これらの内容を調べるには，相互の関

係を求める必要がある． 

 

 

 

３．親と子どもの相互の関係 

～同時データのクロス処理から～ 

 

（１）親・子の相互関係 

 親と子どもの行動を同時刻のデータ（同時

データ）のクロス処理で相互関係を検討可能

にした．次のクロス関係を示す． 

 

 

親子のカテゴリーの出現頻度から親子の概

要の関係を調べるためには，クロス表が利用

できる．たとえば，コードの出現頻度で指摘

親 出現数 出現率（％） 

P1 2 1 

P2 0 0 

P3 107 49 

P4 0 0 

P5a 30 14 

P5b 0 0 

P5c 14 6 

P6 3 1 

P7 17 8 

P8 2 1 

P9 41 19 

P10 0 0 

P11 1 0 

P12 0 0 

P13a 2 1 

P13b 0 0 

P14 0 0 

P× 0 0 

子 出現数 出現率（％） 

S1 2 1 

S2 0 0 

S3 0 0 

S4 62 28 

S5a 99 45 

S5b 26 12 

S5c 14 6 

S6 2 1 

S7 0 0 

S8 3 1 

S9 4 2 

S10 0 0 

S11 0 0 

S12 0 0 

S13a 1 0 

S13b 0 0 

S14 0 0 

S× 6 3 

Ｄ親・子の行動クロス表（％表示） 

親 

子  

        

P1 P2 P3 P4 P5a P5b P5c P6 P7 P8 P9 P10 P11 P12 P13a P13b P14 P× 

S1 １                  

S2                   

S3                   

S4   27                

S5a   15  6    5  19        

S5b   7  5              

S5c       6            

S6        1           

S7                   

S8          1         

S9     2              

S10                   

S11                   

S12                   

S13a                   

S13b                   

S14                   

S×         1      1    

Ｄ親・子の行動クロス表 

親 

子  

        

P1 P2 P3 P4 P5a P5b P5c P6 P7 P8 P9 P10 P11 P12 P13a P13b P14 P× 

S1 2                  

S2                   

S3                   

S4   59  1   1 1          

S5a   33  14    11  41        

S5b   15  10        1      

S5c       14            

S6        2           

S7                   

S8         1 2         

S9     4              

S10                   

S11                   

S12                   

S13a         1          

S13b                   

S14                   

S×     1    3      2    

 

 

 



した P3 の親の説明が子どものどのような活

動と関係しているかを調べることに利用でき

る．たとえばコードの出現頻度で指摘した P3

の親の説明の多い事に対し，内容を調べるに

は，P3と子 S1～SXとカテゴリーのクロス関

係について調べる．P3と関係する子どものカ

テゴリーは，  

S4:59（27％）（話しを聞く） 

S5a:33（15％）（積極的な作業） 

S5b:15（7％）（消極的な作業） 

（※P3は 107件：49％でその中の 107の全

てがこの 3つのカテゴリーに関係している．）

となっている． 

子どもが親の話しを聞いたり，作業してい

る S5a，S5bに集中していて，親の行動の約

49％となっている．また親の P9（観察）が

41（19％）であり，そのときの子どもの行動

は S5aである．すなわち子どもが作業してい

るところを親が見ているが，19％である． 

また P7（指示）が 17（8％）であり，その

多くは子どものS5aでの子どもの積極的な作

業も 11（5％）である．親が話す P7（49％）

と指示（8％）で両データを併せ，親の活動

の約 60％が話していることになる． 

共同作業（P5c）は両データとも 14であり，

全体の 6％である．この状況から子どもは親

の話しや指示により積極的に紙おもちゃ作り

をしている状況が見えてくる． 

このようにクロス処理をすることにより，

親と子どもの関係がより明確になってきた． 

今後，教師と児童・生徒の関係も，このよう

な行動カテゴリーの行動コードを用いて，そ

のクロス関係から相互の関係の分野が可能に

なると考えられる．（さらに，各クロス関係の

具体的内容については，活動原簿を見れば，

その内容を知ることができる．） 

 

（２）親・子の相互の関係表（クロス表）の

パターン 

 他の親子のクロス処理例について次に示す． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ａ親・子の行動クロス表(％表示）
子　　　　親 P1 P2 P3 P4 P5a P5b P5c P6 P7 P8 P9 P10 P11 P12 P13a P13b P14 P×

S1 6 3

S2 1 1

S3

S4 3 1

S5a 1 2 1 1

S5b 1 3 1 1

S5c 20

S6

S7

S8

S9 4 1 13 4 1 1

S10

S11

S12 1

S13a 1 3 7

S13b

S14

S× 2 11 1 1 1  

Ｂ親・子の行動クロス表(％表示）
子　　　　親 P1 P2 P3 P4 P5a P5b P5c P6 P7 P8 P9 P10 P11 P12 P13a P13b P14 P×

S1

S2 1

S3

S4 1 1 5 1 1 2 1

S5a 2 2 1 1 1 1 2

S5b

S5c 1 2 1 40 1

S6 1

S7

S8 2

S9 2 1 1 1

S10 1

S11

S12

S13a 1 1 1 1

S13b

S14

S× 2 1 4 2  

Ｃ親・子の行動クロス表(％表示）
子　　　　親 P1 P2 P3 P4 P5a P5b P5c P6 P7 P8 P9 P10 P11 P12 P13a P13b P14 P×

S1 4 1 1 1

S2 1 1 1

S3 1 1 1

S4 5 1

S5a 12 2 3 2 1 4 4 13 1 3

S5b 1 1 2 2 2

S5c 7

S6 1 2 1 1

S7 1 1

S8 1 1 1

S9 1 2 1

S10

S11

S12 1

S13a 1 1

S13b

S14

S× 1 1 1 2  

Ｅ親・子の行動クロス表(％表示）
子　　　　親 P1 P2 P3 P4 P5a P5b P5c P6 P7 P8 P9 P10 P11 P12 P13a P13b P14 P×

S1 5

S2 1

S3

S4 1 1 6 1 1 2 1

S5a 1 10 5 1 5 1 10 2

S5b 2 4 3 2 3 6 2

S5c 11 1

S6 2 2 1 3 1

S7

S8 2 1 1

S9 2 1 1

S10

S11

S12 1 1

S13a 1

S13b 1 1

S14

S× 1  



これらの表から見られるように，それぞれ

親子により，多様な関係があり，それぞれに

特徴がある． 

①たとえば，Ａのクロス例では，親の積極的

な作業（P5a）と共同作業（P5b）が多く，

とくに親の積極的な活動の中での子どもの

活動は，子どもが見ている Sa（13%）と多

く，また行動が不明な SX（11％）と多く，

親が主導的に活動されている様子が見える．

しかし，親子の共同作業 P5c，S5cが 20％

であり，親子が共同して活動している様子

が見えてくる． 

②Bの親子のクロス処理の結果は，P5cとS5c

が 40％であり，親子が共同作業している様

子が見られる．親子の共同作業の典型的な

パターンである． 

③C の親子のクロス処理の結果は，親が水野

氏の説明（提示）をよく見て，子どもが積

極的な作業および親が子どもの積極的な作

業（S5a）を見ている（P9）状況が見られ

る．すなわち，子どもの積極的な作業を親

が作り方の説明を見ながら，子どもの活動

を見守っている．子どもが主に活動してい

る． 

④E の親子のクロス処理の結果は，親が多様

な活動で，子どもの積極的な作業を支援し

ている様子が見られる．とくに，親の行動

として，子どもの作業に対し説明（P3），

指示（P7），ときには親の積極的な作業

（P5a），共同作業（P5c，S5c）など，作

業への参加がされている．また，子どもの

作業を見守り，子どもも親に尋ねる様子が

このクロス表から見えてくる． 

  

このように，今回のクロス処理から多様な

親子の関係が見えてきた．（注：親が子どもの

特性を配慮し，それぞれに適した活動をされ

ている様子が見られ，参考になった．大変良

い親子関係であった．） 

 

（３）クロス関係からの行動カテゴリーの評

価 

～初期の予想以上の成果が得られた．～ 

 今回，先行研究論文を参考にして，グルー

プで構成した行動カテゴリーは，最初に作成

したとき，これで何が判断できるか予想がつ

かなかった．しかし，現に実践を通した結果

からは，予想以上に親子の関係が見られ，一

応の成果を得たと考える． 

 ただ，行動カテゴリーの中には，さらにカ

テゴリーを分けるべき項目や実際に適用して，

不必要なカテゴリー，または表現を変えたり，

内容的に検討すべき項目があった．とくに

S11，P11（批判），S12，P12（誘導），P2，

S2（提示）など，検討が必要と考えられる． 

 

［作業のサブコードの作成について］ 

 また，サブコードを構成して良かった項目

としては，作業（P5・S5の a，b，c）である．

これまでの文献資料の多くでは，作業となっ

ていた．しかし，このような多様な親子の活

動が中心となる行動カテゴリーでは，行動カ

テゴリーとして「作業」でよいのか，さらに

分ける必要性について，作成にあたって議論

があった．そこで，これまでの研究には利用

されていないが，行動カテゴリーの「作業」

について次のように分けた． 

（a）積極的作業 

（b）消極的作業 

（c）共同作業「親子が一緒になって作業」 

 これが今回クロス処理で親子の行動をよく

示していて，その分析に役立っている．とく

に親子の活動を正しく判断する情報を提供し

てくれたと考えている． 

 今回の行動カテゴリーの構成の成果として，

クロス処理から見たとき，行動カテゴリー「作

業」のサブカテゴリーとして「積極的」「消極

的」「共同」としたことが，分析に大きな役割

をもったと考える． 

 



４．おわりに 

 

 行動のカテゴリーとして，行動カテゴリー

の各項目の出現頻度，時系列分析をするため

の 5秒間隔のコードのプロットした表（活動

プロセス表）を作成し，行動分析を進めてき

た．しかし，各コードの相互の関係から，そ

の内容を明らかにする必要があり，今回，コ

ードについて各ステップで親子の関係のクロ

ス処理を行った． 

 その結果，親の行動カテゴリーとして，多

くの頻度の行動がみられる項目について，さ

らにクロス処理で子どもがどのような行動を

しているか，調べることが可能になった．ま

た，逆に，子どもの行動を中心に親がどのよ

うな行動をしているのか，調べることも可能

になった． 

 このことは，例でも示したように，親がど

のような時に説明や指示をするか，その逆も

判断できるようになった． 

学校教育の授業でも教師の行動とそれにと

もなう学習者の行動が，どのような傾向か，

授業分析にも利用できると考えられる． 

 今後，親や子どもの行動カテゴリーを授業

用に変更し，授業分析・評価にも利用できる

方法の研究を進めたい． 

 今回の研究には，沖縄女子短期大学の多様

な支援・協力をいただき，また，実践での岐

阜女子大学，水野政雄氏，とくに根間ヒデ子

氏には沖縄での親子や教師への案内，学生の

共同研究実践に大変お世話になり，ここに厚

く感謝の意を表します． 
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